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背景

• エンティティ検索

• 人物情報検索

–専門家探し (Expert search) などの応用

–サービス

• SNS
• Webサーチエンジン
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目的
• 名寄せ

– 別々のリソースから得られた人物情報を照合して統
合

– 同姓同名は様々なアプリケーションで同定が必要

– コスト見積もり

• 研究者に対して：

– 科研費研究者番号（日本国内の研究者）

（→これまでに「研究者情報サーバ」を構築）

• 統計分野に焦点を当てたデータセットの構築
– 研究者の同定・検索において、その評価や実装を助
けるため「統計分野」を対象とした（統計3学会の学会
員名簿を元にした）データセットを作成
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研究者情報サーバ
• 元データ（科研費DB）

– （科研費採択課題） 247,745件
• 主に1989年度から2004年度報告分まで

– （研究代表者・分担者） 133,067名分
• 個別研究者情報

– （報告書記載文献数）1,896,070 件（重複含）

• 研究者の基本情報
– 氏名、所属、職位

• 採択課題情報
• 関連する発表文献情報

– 報告書記載分
• Web情報源とのリンク

– ReaDデータベース
– Yahoo!

• 経年的な活動の様子を可視化
– 採択課題・関連発表論文数

• 共同研究者ネットワークを可視化
– 過去の研究課題における共同研究者
– GoogleMaps連携
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統計分野（3学会）データセット

• 学会名簿を対象（延べ3,031名）

–日本統計学会（2003年）： 1,545名

–日本行動計量学会（2005年）： 1,070名

–日本計算機統計学会（2002年）：416名

• 登録情報：氏名、所属、住所、郵便番号等

–今回は氏名と所属のみを用いる



名寄せ作業

• 氏名表記による研究者情報サーバ登録者と照合：

–延べ1,399件
• 日本統計学会： 696件 (45%)

• 日本行動計量学会： 519件 (49%)

• 日本計算機統計学会：184件 (44%)

• なお、簡易に重複を除去すると延べ1,307件
– （所属・氏名表記が一致するもののみ）

• これらの同定対象候補と研究者番号とを人手で同
定する
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研究者名寄せ・同定
• 氏名表記に対して一意となる識別IDを付与
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統計3学会

名簿
科研費

研究者番号

BSJ0004 20024581
BSJ0005 50305313
JSS0012 70303047

09246528
BSJ0007 90184332
JSS0014 90184332
JSS0015 90132696

判定作業

別人

別人

同一

重複 同一

同一

同定候補集合 同定結果
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統計分野データセット・判定作業
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同定結果
（823候補・判定終了時点）

• 氏名表記が同一の161候補(19%)は重複分（複

数学会に所属）として除去

• このうち、590候補は、少なくとも一つ以上の研究
者サーバ上の研究者番号と同定できた（89%）。

別人

別人

同一

重複 同一

同一

90184332



同姓同名候補
• 研究者情報サーバ内での同姓同名

– 氏名表記が複数の研究者番号と一致し

た候補で、その判定が同一人物・別人と

分かれたケース

→ 82候補

• 研究者情報サーバ外を考慮した同

姓同名

– 氏名一致対象者が別人と判定された

ケース

→ 72候補

• 上記2つの同姓同名を合わせると:
→ 154候補
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学会間の重複登録者
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51

3617

55

日本統計
学会

日本
計算機
統計学会

日本行動
計量学会



考察（１） 同定基準

• 同定の際の基準は？
– 研究者情報サーバの情報

• 研究分野

• 所属組織

• 経年変化

– JST ReaD研究者ディレクト

リ上の情報

– Web上の情報

• 所属先Webサイト

• 研究者自身が提供する
Webサイト

– 著書などの著者紹介

• 今回は左記のような情報を
手掛かりに同定
– 場合によっては、同定が困難

なケースもあり、どのような情
報源を用いるか、作業に使え
るコスト、見積もりなど…

• 想定する応用領域ごとに検討
する必要あり

– また、同定根拠を記録しておく
ことも検討
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考察（２） 可視化

• 同定結果を可視化

– 研究者の共同研究ネットワークによるもの

• 科研費において共同研究したことがある者同士を接続

• 関連研究者をリストアップ

– 1ホップ先までの研究者を対象にネットワークを描画

• 応用

– 同定対象候補の絞り込み

– 研究分野の概観
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判定結果の
可視化

•○：同定済み研究者
•○：未同定判定候補者
•○：上記研究者の隣接
研究者（1‐hop）

8410ノード, 43874エッジ



まとめ

• 統計分野3学会と科研費DB研究者間を人手に

よって名寄せ同定

• 今後の課題

– 分野全体像の把握

– 同定の半自動化

– 他分野データセットへの適用

– エンティティ検索への同定結果の適用
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